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《 北米産大豆 》 

１３／１４年 世界及び米国大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省が３月１０日発表した、１３／１４年度の世界大豆生産高予測によれば、生産量

はアメリカで収穫面積が減少するものの単収の増加により前年度と比較して増加、ブラジルで

収穫面積の増加により史上最高、またアルゼンチンで単収の上昇と、史上最高の作付面積によ

り増加となることなどから、世界全体で前年度を上回り史上最高となる見込み。一方、消費量

もアルゼンチン、中国などで増加し史上最高となる見込み。世界全体の生産量は消費量を上回

り、期末在庫は前年度より上昇する見込みとなっています。 

１３/１４年産 世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ２億８，５４３万ｔ （対前年比     ６．７％増） 

消 費 量 ２億６，９７０万ｔ （対前年比     ４．２％増） 

期末在庫量 ７，０６４万ｔ   （対前年比    ２２．２％増） 

期末在庫率 ２６．２％     （対前年度差 ３．９ポイント増） 

１３/１４年産 米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 ８，９５１万ｔ   （対前年比     ８．４％増） 

消 費 量 ４，８６９万ｔ   （対前年比     ０．６％増） 

輸 出 量 ４，１６４万ｔ   （対前年比    １６．０％増） 

期末在庫量 ３９５万ｔ     （対前年比     ３．１％増） 

期末在庫率 ４．４％      （対前年度差 ▲０．２ポイント） 

 

 

〇２０１４年産カナダ大豆情報 

 カナダ農務・農産食品省がこのほどまとめた、同国の穀物・油糧種子レポートによれば、１

４年産大豆の作付は１８３万 ha と前年に比べわずかに減少します。 

 生産量と単収は平年並みだが、全体では前年比６％減の４９０万ｔになると見ているとのこ

とです。供給量は、高い在庫率が生産量の減少を部分的に相殺することで、前年比５％減に留

まると予測、輸出量は同３０万ｔ減の３１０万ｔ、期末在庫は前年と変わらず２０万ｔと予測

しています。 

 作付面積 

（1,000ha） 

単収 

(t/ha) 

生産量 輸入量 輸出量 国内使用量 期末在庫 

12～13 1,680 3.03 5,086 257 3,346 1,541 173 

13～14 予測 1,829 2.86 5,198 250 3,400 1,600 200 

14～15 予測 1,825 2.72 4,900 250 3,100 1,600 200 
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《 国産大豆 》 

〇平成２５年産国産大豆入札情報 

 ２月に行われた国産大豆入札取引結果によれば、平均落札価格が１，６００円上昇、落札率

に至っては２月単月で９２．２％、累計で見ても８９．２％と非常に高い落札率をつけること

となりました。 

暴騰ともいえる価格上昇の要因は、先月号にてお伝えした、輸入大豆高騰による国産人気上

昇、２４年産大豆の在庫の減少に加え、２５年産大豆の不作による供給不安が浮上してきたこ

とによります。全国的に収穫量が減少し、さらに小粒化していることから、主に西日本の銘柄

が高騰し、その流れで東北、北海道産の大豆も軒並み高騰する結果となっています。 

そういった状況の中、全農では当初予測していた２５年産大豆の集荷予定数量を、１７１，

８００ｔから、約２万ｔ減の１５１，８２９ｔへと修正しており、国産大豆の価格上昇にさら

に拍車がかかることが予測されます。 

      入札月     上場数量      落札数量       落札率              

      １１月    １，１６８ｔ      ９４０ｔ      ８０．５％ 

      １２月    ２，９６９ｔ    ２，５２３ｔ      ８４．９％ 

       １月    ４，３５１ｔ    ３，８８６ｔ      ８９．３％ 

       ２月    ７，５１２ｔ    ６，９２８ｔ      ９２．２％ 

                                                 

合 計   １６，０００ｔ   １４，２７７ｔ       ８９．２％ 

 

《 トピックス 》 

〇14/15年米国大豆作付予測 

 米国農務省がこのほど開いた、今年の農業展望会議では、14/15年産の米国産大豆作付面積

は、前年比３００万Ａ増の７，９５０万Ａとの予測が示されました。シカゴ大豆の新穀限月価

格や現物価格は、前年同期と比べると低下していますが、トウモロコシより収益性が高いとの

判断に加え、輪作の観点からも作付は拡大するとの見方を示しています。さらに、米国北部と

中西部の多くの地域では厳冬・大雪の影響により、作付が遅れると見られ、これが相場上昇に

つながり、さらに大豆作付を促す可能性のほか、６月には理想的は天候で推移するとの予報か

ら、昨年は低温・多雨の為大豆を作付出来なかった地域を含めて、大豆作付が拡大するとの見

方を示しています。 

 同年の総供給量は７％増の３７億１５００万Buと堅調な増加を見込んでいます。生産量は作

付増加と単収増加を背景に、８％増の３５億５，０００万Buを予想、単収は昨夏は乾燥天候の

影響を受けたことを考慮し、さらに平年並みの天候に恵まれた場合、４５．２Bu／Ａと、１．

９Bu／Ａ増加を予想しています。 

 


